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（油圧式エキスパンダー）

○ 油圧式
○ 全長  300mm
○ 本体重量  1.4kg
○ 適合サイズ   3/8”（9.53mm)～１ 3/4”（44.5mm)
○ 大口径の拡管が楽にできます。
○ 狭い場所でも隙間が200mmあれば使用できます。
   （ヘッドはEA208-3H～-16Hをご使用ください。）
○ スチール製ケース付  300X240X65mm
○第一種銅管専用です。

○ 安全上の注意
 ☆ この工具の能力以上の拡管、及び拡管作業以外の
    作業には使用しないでください。
 ☆ ヘッド部を人に向けるような使用方法は絶対に
    しないでください。
 ☆ エスコ製エキスパンダーヘッド以外は使用しないで
    ください、
 ☆ 工具を使用しない時は円錐軸を下死点まで下げて
    おいてください。
 ☆ この工具は精密工具ですので落下等、過度の衝撃を与えないでください。
 ☆ 工具の作動油の流れを良くし、作動を完全にするため、-5℃以下で保管した工具を
    使用する時は、10～25℃の室温で約60分間放置した後、ご使用してください。
 ☆ 円錐軸の先端は尖っていて危険ですので、安全のため、また、円錐軸に傷がつくのを
    防ぐため、エキスパンダーヘッドを常時装着した状態にしておいてください。
 ☆ 円錐軸に切り屑・ゴミ等が付着しておりましたら、取り除いてから使用してください。
    切屑などがかみ込みますと円錐軸に傷がついたり、円錐軸が戻らなくなる事があります。
 ☆ 工具の出力は工場出荷時に調整してありますので、絶対に調整しないでください。

○ 注意
 ・銅管以外には使用しないでください。
 ・直管は焼きなまししてから拡管作業してください。
 ・バリ取りをきれいに行ってください。
 ・円錐軸にキズがつきますとスムーズに動かなくなりますので丁寧に取り扱ってください。
 ・分解、改造はしないでください。
 ・保管の際は円錐軸に傷がつかないように充分に気をつけてください。
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○ 使用方法

① 銅管のバリ取りをします。

② 本体にエキスパンダーヘッドを
   取り付けます。

③ 銅管をセットし、可動ハンドルに
   より拡管をします。

 この時、1回で広げず、銅管を少しずつ
回転させて拡管すれば、きれいに仕上がります。

④ 拡管完了後、レバーを押すと、円錐軸
  が戻ります。

⑤ 完了です。

エキスパンダーヘッドによる調整方法

・右回しにすると円錐軸が
 でます。（広げ足らない場合）

・右回し

・左回しにすると円錐軸が
 引込みます。（広げすぎの場合）

・左回し


